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①異常出産の早期発見と対策が図れる（難産、双子、逆子、子宮捻転など）。
②分娩牛の「異常」の早期発見と治療が行える（乳房のはりや初乳を搾ること
で、乳房炎、乳熱、低Ca血症を早期に予測し、必要な内服薬の投与により予
防や症状の軽減が可能）。

③出産子牛にとって最も重要なことは、出来るだけ早く「初乳」を飲むことで
す。初乳からの移行免疫は出産後できるだけ早い時間に摂取する事が重要で
す。時間が経過するほど、移行免疫の吸収力は低下すると言われています。こ
の移行抗体の摂取が充分でないと下痢や肺炎などの病気に罹りやすく、更に病
気の回復も思わしくありません。また、出産後の子牛の臍帯の消毒も重要で
す。ヘルニアの子牛は雌雄に拘わらず、商品価値は半減します。

④親牛と子牛を「情」が移る前に隔離し、子牛を衛生的な場所へ移動させ、健康
的に育成する。分娩警報装置「ハッピーコール」は牛の陣痛が始まり、前足が
出てくる約30分前に警報で分娩を知らせる装置で、畜主は携帯電話やポケット

ベルでその警報を受けられます。従って、畜主は安心して就寝したり農作業が
出来ます。ハッピーコールの原理は、牛の膣内に発信機内臓の温度センサーを
挿入し、分娩時に胎胞（胎児を包んでいる羊膜嚢）が膣外に押し出される事に
より、体内と体外の温度変化を感知して（温度が37.5℃以上でSET、35℃以下
でON）警報を無線で知らせるシステムです。ちなみに価格は1セット（受信
機、発信機各1台）25万です。受信機1台で何台でも発信機を受信できます。
大規模農場では5～6台の発信機を利用しています。発信機の料金は65,000円
です。尚、携帯電話はセット価格に含まれていませんので購入する必要があり
ます。
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図1 分娩警報装置のセンサープローブ仕様
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